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【公表日】平成24年3月29日(2012.3.29)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連の繰返しユニットを備えている製紙機用織物において、前記繰返しユニットの各々
が、
　一組のトップ側マシン方向（ＭＤ）ヤーンと、
　一組のトップ側マシン横断方向（ＣＭＤ）ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンに
織り込まれ、トップ側織物層を形成している、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＣＭＤヤーンであって、前記ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム
側織物層を形成している、一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、
　一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンおよび前記ボトム側ＭＤヤ
ーンに織り込まれ、前記トップ側織物層および前記ボトム側織物層を互いに接合している
、ＣＭＤ縫合ヤーンと、
　を備えており、
　前記縫合ヤーンは、対になって配置されており、
　前記トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫
合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置し、次いで、（ｂ）２本のトップ側ＣＭ
Ｄヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置する、交互パターン
に配置されていることを特徴とする製紙機用織物。
【請求項２】
　前記トップ側ＭＤヤーン、前記トップ側ＣＭＤヤーン、および前記縫合ヤーンの一部は
、前記トップ側織物層上に平織製紙面を形成するように織り合されていることを特徴とす
る、請求項１に記載の製紙機用織物。
【請求項３】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数と同じであることを特徴とする、請
求項１に記載の製紙機用織物。
【請求項４】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
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形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数よりも大きいことを特徴とする、請
求項１に記載の製紙機用織物。
【請求項５】
　前記ボトム側ＣＭＤヤーンは、前記ボトム側ＭＤヤーンの下に浮糸を形成していること
を特徴とする、請求項１に記載の製紙機用織物。
【請求項６】
　前記縫合ヤーンは、互いに隣接するボトム側ＣＭＤヤーンによって形成された互いに隣
接する浮糸の部分間において、前記ボトム側ＭＤヤーンの下にナックルを形成しているこ
とを特徴とする、請求項５に記載の製紙機用織物。
【請求項７】
　前記ボトム側ＣＭＤヤーンは、前記ボトム側ＭＤヤーンの下にナックルを形成している
ことを特徴とする、請求項１に記載の製紙機用織物。
【請求項８】
　前記縫合ヤーンは、ボトム側ＣＭＤヤーンによって形成されたナックルにごく隣接する
ナックルを形成していることを特徴とする、請求項７に記載の製紙機用織物。
【請求項９】
　ボトム側ＣＭＤヤーンに対するトップ側ＣＭＤヤーンおよび縫合ヤーン対の比率は、５
：２であることを特徴とする、請求項２に記載の製紙機用織物。
【請求項１０】
　一連の繰返しユニットを備えている製紙機用織物において、前記繰返しユニットの各々
が、
　一組のトップ側マシン方向（ＭＤ）ヤーンと、
　一組のトップ側マシン横断方向（ＣＭＤ）ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンに
織り込まれ、トップ側織物層を形成している、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＣＭＤヤーンであって、前記ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム
側織物層を形成している、一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、
　一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンおよび前記ボトム側ＭＤヤ
ーンに織り込まれ、前記トップ側織物層および前記ボトム側織物層を互いに接合している
、一組のＣＭＤ縫合ヤーンと、
　を備えており、
　前記縫合ヤーンは、対になって配置されており、
　前記トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫
合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置し、（ｂ）２本のトップ側ＣＭＤヤーン
が１対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置する、交互パターンに配置さ
れており、
　前記トップ側ＭＤヤーン、前記トップ側ＣＭＤヤーン、および前記縫合ヤーンの一部は
、前記トップ側織物層上に平織製紙面を形成するように織り合されており、
　前記ボトム側ＣＭＤヤーンは、前記ボトム側ＭＤヤーンの下に浮糸を形成していること
を特徴とする製紙機用織物。
【請求項１１】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数と同じであることを特徴とする、請
求項１０に記載の製紙機用織物。
【請求項１２】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数よりも大きいことを特徴とする、請
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求項１０に記載の製紙機用織物。
【請求項１３】
　前記縫合ヤーンは、互いに隣接するボトム側ＣＭＤヤーンによって形成された互いに隣
接する浮糸間において、前記ボトム側ＭＤヤーンの下にナックルを形成していることを特
徴とする、請求項１０に記載の製紙機用織物。
【請求項１４】
　ボトム側ＣＭＤヤーンに対するトップ側ＣＭＤヤーンおよび縫合ヤーン対の比率は、５
：２であることを特徴とする、請求項１０に記載の製紙機用織物。
【請求項１５】
　一連の繰返しユニットを備えている製紙機用織物において、前記繰返しユニットの各々
が、
　一組のトップ側マシン方向（ＭＤ）ヤーンと、
　一組のトップ側マシン横断方向（ＣＭＤ）ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンに
織り込まれ、トップ側織物層を形成している、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＣＭＤヤーンであって、前記ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム
側織物層を形成している、一組 のボトム側ＣＭＤヤーンと、
　一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンおよび前記ボトム側ＭＤヤ
ーンに織り込まれ、前記トップ側織物層および前記ボトム側織物層を互いに接合している
、一組のＣＭＤ縫合ヤーンと、
　を備えており、
　前記縫合ヤーンは、対になって配置されており、
　前記トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫
合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置し、（ｂ）２本のトップ側ＣＭＤヤーン
が一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置する、交互パターンに配置さ
れており、
　前記トップ側ＭＤヤーン、前記トップ側ＣＭＤヤーン、および前記縫合ヤーンの一部は
、前記トップ側織物層上に平織製紙面を形成するように織り合されており、
　前記ボトム側ＣＭＤヤーンは、前記ボトム側ＭＤヤーンの下にナックルを形成している
ことを特徴とする製紙機用織物。
【請求項１６】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数と同じであることを特徴とする、請
求項１５に記載の製紙機用織物。
【請求項１７】
　前記縫合ヤーンは、ボトム側ＣＭＤヤーンによって形成されたナックルにごく隣接する
ナックルを形成していることを特徴とする、請求項１５に記載の製紙機用織物。
【請求項１８】
　ボトム側ＣＭＤヤーンに対するトップ側ＣＭＤおよび縫合ヤーン対の比率は、５：２で
あることを特徴とする、請求項１５に記載の製紙機用織物。
【請求項１９】
　一連の繰返しユニットを備えている製紙機用織物において、前記繰返しユニットの各々
が、
　一組のトップ側マシン方向（ＭＤ）ヤーンと、
　一組のトップ側マシン横断方向（ＣＭＤ）ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンに
織り込まれ、トップ側織物層を形成している、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＣＭＤヤーンであって、前記ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム
側織物層を形成している、一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、
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　一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンおよび前記ボトム側ＭＤヤ
ーンに織り込まれ、前記トップ側織物層および前記ボトム側織物層を互いに接合している
、一組のＣＭＤ縫合ヤーンと、
　を備えており、
　前記縫合ヤーンは、対になって配置されており、
　前記トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫
合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置し、（ｂ）２本のトップ側ＣＭＤヤーン
が一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置する、交互パターンに配置さ
れており、
　ボトム側ＣＭＤヤーンに対するトップ側ＣＭＤヤーンおよび縫合ヤーン対の比率は、５
：２であることを特徴とする製紙機用織物
【請求項２０】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数と同じであることを特徴とする、請
求項１９に記載の製紙機用織物。
【請求項２１】
　前記一対の縫合ヤーンの一方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第１の数のナックルを
形成し、前記一対の縫合ヤーンの他方は、前記トップ側ＭＤヤーンの上に第２の数のナッ
クルを形成しており、前記第２の数は、前記第１の数よりも大きいことを特徴とする、請
求項１９に記載の製紙機用織物。
【請求項２２】
　前記ボトム側ＣＭＤヤーンは、前記ボトム側ＭＤヤーンの下に浮糸を形成していること
を特徴とする、請求項１９に記載の製紙機用織物。
【請求項２３】
　前記縫合ヤーンは、互いに隣接するボトム側ＣＭＤヤーンによって形成された互いに隣
接する浮糸の部分間において、前記ボトム側ＭＤヤーンの下にナックルを形成しているこ
とを特徴とする、請求項２２に記載の製紙機用織物。
【請求項２４】
　前記ボトム側ＣＭＤヤーンは、前記ボトム側ＭＤヤーンの下にナックルを形成している
ことを特徴とする、請求項１９に記載の製紙機用織物。
【請求項２５】
　前記縫合ヤーンは、ボトム側ＣＭＤヤーンによって形成されたナックルにごく隣接する
ナックルを形成していることを特徴とする、請求項２４に記載の製紙機用織物。
【請求項２６】
　一連の繰返しユニットを備えている製紙機用織物において、前記繰返しユニットの各々
が、
　一組のトップ側マシン方向（ＭＤ）ヤーンと、
　一組のトップ側マシン横断方向（ＣＭＤ）ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンに
織り込まれ、トップ側織物層を形成している、トップ側ＣＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＭＤヤーンと、
　一組のボトム側ＣＭＤヤーンであって、前記ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム
側織物層を形成している、一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、
　一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、前記トップ側ＭＤヤーンおよび前記ボトム側ＭＤヤ
ーンに織り込まれ、前記トップ側織物層および前記ボトム側織物層を互いに接合している
、ＣＭＤ縫合ヤーンと、
　を備えており、
　前記縫合ヤーンは、対になって配置されており、
　ボトム側ＣＭＤヤーンに対するトップ側ＣＭＤヤーンおよび縫合ヤーン対の比率は、５
：２であることを特徴とする製紙機用織物。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　第１の態様として、本発明の実施形態は、一連の繰返しユニットを備えている製紙機用
織物に向けられている。繰返しユニットの各々は、一組のトップ側ＭＤヤーンと、一組の
トップ側ＣＭＤヤーンであって、トップ側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層を形
成している、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、一組のボトム側ＭＤヤーンと、一組のボト
ム側ＣＭＤヤーンであって、ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム側織物層を形成し
ている、一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、トップ側Ｍ
Ｄヤーンおよびボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層およびボトム側織物層
を互いに接合している、ＣＭＤ縫合ヤーンと、を備えている。縫合ヤーンは、対になって
配置されている。トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）単一のトップ側ＣＭＤヤーン
が一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置し、（ｂ）２本のトップ側Ｃ
ＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置する、交互パター
ンに配置されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　第２の態様として、本発明の実施形態は、一連の繰返しユニットを備えている製紙機用
織物であって、繰返しユニットの各々が、一組のトップ側ＭＤヤーンと、一組のトップ側
ＣＭＤヤーンであって、トップ側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層を形成してい
る、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、一組のボトム側ＭＤヤーンと、一組のボトム側ＣＭ
Ｄヤーンであって、ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム側織物層を形成している、
一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、トップ側ＭＤヤーン
およびボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層およびボトム側織物層を互いに
接合している、一組のＣＭＤ縫合ヤーンと、を備えている、製紙機用織物に向けられてい
る。縫合ヤーンは、対になって配置されている。トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ
）単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位
置し、次いで、（ｂ）２本のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫
合ヤーンとの間に位置する、交互パターンに配置されている。これらトップ側ＭＤヤーン
、トップ側ＣＭＤヤーン、および縫合ヤーンの一部は、トップ側織物層上に平織製紙面を
形成するように、織り合されている。ボトム側ＣＭＤヤーンは、ボトム側ＭＤヤーンの下
に浮糸を形成している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第３の態様として、本発明の実施形態は、一連の繰返しユニットを備えている製紙機用
織物であって、繰返しユニットの各々が、一組のトップ側ＭＤヤーンと、一組のトップ側
ＣＭＤヤーンであって、トップ側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層を形成してい
る、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、一組のボトム側ＭＤヤーンと、一組のボトム側ＣＭ
Ｄヤーンであって、ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム側織物層を形成している、
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一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、トップ側ＭＤヤーン
およびボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層およびボトム側織物層を互いに
接結している、一組のＣＭＤ縫合ヤーンと、を備えている製紙機用織物に向けられている
。縫合ヤーンは、対になって配置されている。トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）
単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置
し、次いで、（ｂ）２本のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合
ヤーンとの間に位置する、交互パターンに配置されている。これらトップ側ＭＤヤーン、
トップ側ＣＭＤヤーン、および縫合ヤーンの一部は、トップ側織物層上に平織製紙面を形
成するように、織り合されている。ボトム側ＣＭＤヤーンは、ボトム側ＭＤヤーンの下に
ナックルを形成している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第４の態様として、本発明の実施形態は、一連の繰返しユニットを備えている製紙機用
織物であって、繰返しユニットの各々が、一組のトップ側ＭＤヤーンと、一組のトップ側
ＣＭＤヤーンであって、トップ側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層を形成してい
る、一組のトップ側ＣＭＤヤーンと、一組のボトム側ＭＤヤーンと、一組のボトム側ＣＭ
Ｄヤーンであって、ボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、ボトム側織物層を形成している、
一組のボトム側ＣＭＤヤーンと、一組のＣＭＤ縫合ヤーンであって、トップ側ＭＤヤーン
およびボトム側ＭＤヤーンに織り込まれ、トップ側織物層およびボトム側織物層を互いに
接合している、一組のＣＭＤ縫合ヤーンと、を備えている製紙機用織物に向けられている
。縫合ヤーンは、対になって配置されている。トップ側ＣＭＤヤーンは、第１に、（ａ）
単一のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンとの間に位置
し、（ｂ）２本のトップ側ＣＭＤヤーンが一対の縫合ヤーンと隣接する対の縫合ヤーンと
の間に位置する、交互パターンに配置されている。ボトム側ＣＭＤヤーンに対するトップ
側ＣＭＤヤーンおよび縫合ヤーン対の比率は、５：２である。
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